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綜説

日 光 療 法

京都帝園大~~~警部型車形外科事教室

助教授 ｜：屋 準

日光ハ極メテ下等ノ種類ニ属スル生物蛇ニ或Jレ特殊ノモノヲ除ケパ，スペテノ生物ノ生前ニ

必要紙ク可カラダルモノテアル。而シテ軍＝生活ヲ維持スルユ，必要ナルノミナラズ，治病的妓巣

ノアルコトハ太古ヨリ知ラレ， Hippokrates,Celsus，－氏等ノ如キ醤袈ハコレヲ貰地＝舷用シタ。

叉主1シす人及三二三人ハ日光，空気及ピ惜育ヲ力ノ根元ナリトシテ種々ナル日光浴ノ設備

ヲ施シ．日常日光光線ニ出スyレヲ習m: トシタ。然 •l ニ中 tit紀ニ至リ一時中絶ノ：有様デアツタカ、

18t壮紀ノ頃ヨリ日光療法ノ研究接顕シ幾多ノ有益ナル来蹟ヲ見yレニ七ツタ内 1796年 Bertrand氏

ハ初メテ科堅的ニ日光カ‘生物＝及ポス影響ヲ研究シ． ソノ成績ヲ投表シタ。コノ時カラ日光療

法ガf≪liタルfl・恩的資験ノ基礎ノ上＝.－.・，：ツ様ニナツタ。然シ此ノJ志岐ノ.1－.＝大規模／日光療法ヲ

行フ枝ニナツタノハ19世紀頃f~~人 Bonnet 氏カ』台メタモノア近世ニ於ケル日光療法ハ貫＝此時

ニ始7 ツタト云ヒ得Fレ。共後仰園デハ多数ノモノガ日光療法ヲ行フ様＝ナリ， 1績イテ塊太利デ

、RickIi氏ガコ レヲ始メタ。了妹ノ Finsen氏ハ深夕日光ヲ研究シ又共生物ニ及ボス影響エ

就イテ論ジ＼ソノ結巣（I＇台版＝牒1'11シ、 コレヲAktinische’I'herapie トII昂ヘタ。然シコノ時代ハ

日光療法ハ只一部ノ人カラ注意セラレタタケテ今日 ノ掠 ニ出ニナツタノハ Ber・nharcf及Rollier

耐氏ノカデア凡。印チ Bernhard氏ハ190：.！年頃カラ瑞同ノ Sameden＝於テ外科的結核ノ日光

療法ヲ開始シ．次デ H.ol!isr氏ハコレエWIツテ瑞凶jJ Leysin ＝於テ同様ノ療法ヲ始メタ。而

シテコレヰハ高地ニ於ケル日光療法テ－；Iレカp l¥ isch L七年ハ！j~地ニ於テコレヲ行ヒ好決ヲ同様

ーアグテ居ル。カクシテ日光療法ハ今ヤ各地ニ行ハレ良好ナルrrUNヲ県；クJレニポツ九

日光療法ハ種々ノ疾病ニイl炊ナ 1レモノデ γpレガ，就中ソノJ，~モ著シ イモノハ外科的結緩ニN

シテデアル。

日光ガ細菌エ lえポスfi：川ニ日光ガ細菌＝針シテ強イ殺菌力ヲ有スル事ハ周知 ノ：事賞デア1レカ’

コノ：事ハ今日ヨリ凡ソ005.f-fili英人Downes,Blunt氏等ニヨリ張見セラレタ内自IIチ氏等ハ同ジ細

菌ヲ多数ノ同ン域養法ニテ培養ンタ後ソノ γll-モノ ヲ一定時期日光ノ直射ノ下＝世ケハ，共rfr

ノキm湛iハ悉ク死滅スル＝反シ日光ノ直射外ニ世キ シモノ ハ死滅セサ’ルコトヲ賀験シタ。共後多

数ノ人々ハ日光ノ殺l副作用ヲ種々ナル＊Ill的ニ就テ，種々ナIL降fl:ノ下＝賞験シタ結果非病原菌
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ノアルモノヲ除外セル多クノ細菌ハ日光ニヨツテ死滅スルコトヲ知ツタA 結核菌モ日光ニヨツ

テ数時間ヲ出デズシテ死滅スルコトガ Koch氏ノ研究ニヨツテ明カエナツタn 牌脱好菌ノ胞子

ハ殺菌剤＝針シテ抵抗力ガ甚ダ強イガ日光＝的ツテハ容易＝死滅スル。化膿菌ノ中デハ線、膿菌

ト葡萄蹴球菌トガ抵抗力比較的少ク連鎖扶球菌ハ最モ強ィ。カク日光ガ細菌ニ著シイ作用ヲ及

ポスノハ細菌ノ腸内＝種々ナル化製的蟹化ヲ起スタメデアノレ。 剖チ細菌関内ニアル水ハ日光ニ

ヨツテ酸化セラレ，過酸化水素トナリ．又少量ノ蟻酸ヲモ生ジ共＝有害ニ作用スル外，細菌鰻

内＝アル極メテ少量ノ脂肪質ガ鹸化セラル 、コトーヨツテ死滅スルモノトセラレテ居ノh 叉無

細菌ヨリ殻生スル毒素エモ作用シ，一定時間日光ニ曝露セバ毒力著シク減少シ建エ全ク無害ト

ナ＇＂。且ツ喰菌作用ヲ増大スル。向ホ字野氏等ニヨツテ Lイムペジン「現象ノ成立スルコトヲモ

譜明サレタc

日光ノ細胞破壊作用。日光ハ護育ノ甚ダ旺盛ナル細胞例へパ肉芽等ヲ破壊スルカガアル。然

シLレントゲン「線並ニしラヂウム寸線ニ比スレパ甚ダ微弱ナモノデアル。

日光ノ動物＝及ポス影響， E,Jl,・;ml氏ガ蛙及蛸よトヲ一群ハ日光ニj谷スル様ニ一群ハ暗所＝飼

養セシエ市i者ハ普通＝護育セシニ後者ハ護育遅延シタ。又瑞西デ牛ガ山ノ南側 ト北側トニ育ツ

タノニニ著シイ鴨絡ノ相違ガアリ．且ツ牛乳モ亦南側ノ方ガ品質ガ良好デアツタ。其後鳥類，品

類，魚類，雨棲煩デモ同様デアルコトガ明カ＝ナツタ。

日光ノ新陳代謝ニ及ポス影響。 1855年 Moleschott11:ハ［：：！.itノ下ニ飼育セル蛇ハ暗所＝飼育

セルモノヨリモ炭酸瓦斯ノ排地位ニ酸素ノ掃取共ニ噌加スルコトヲ寅験的＝知ツテ， 日光ハ新

陳代謝ヲ充進セシムルモノナリトシタ。共後 Chasuowitz氏（1872年｝ハ脊髄ヲ切断シタル蛙ニ

於テ， ・J¥foleschott,Fubini氏等(1881年）ハ眼球及脊髄ヲ摘出シ，更＝皮肉ヲ除キシ蛙；：：.］比テ，

Fubini, Benedicenti民等(1892年）ハ冬眠セル鼠ニテ何レモ同様ナ所見ヲ確詰シタ。然シ Speck

(1895'rf), Loeb (1888年）, Ewald, (1892年）， Solomon (1907i-f), During (1912年）, Hasse!balch 

(1912年）氏等ハ瓦斯代謝ノ充進ハ日光世ニ紫外線ノタメデ起ル直接作用デハナク， 光 ノ刺戟ノ

タメ＝反射的.＝：.；位起セラレタ筋運動ニ起因スノレ第二二次的 ノi;,i！化ナリトシタn 1912年 Kestner,

Peemuller及 Plant氏等ハ海演＝於ケル日光浴ハ人ノ瓦斯代謝ヲ充進セシムルコトヲ明カニシ

タ。同年 Quincke氏ハ〔jberlebendノ動物組織柵胞（血液，膿汁，筋肉，肝，腎）ハ暗所ニ於ケル

モノヨリモ酸素ヲ多量ニ揖取スルコトヲ詮明シタ。カクシテ日光ノ下ニ於テハ酸化ヲ高メル ト

云フ結論ヲ護表シタ。向ホ Ashoff,Heltel氏等モ亦質験的＝酸化ヲ促進スルコトヲ明カニシタ。

予モ亦犬ノ左右後肢＝於テ一方・ハ日光浴ヲ施シ，他方ハ布片ニテ被ヒ， ゾノI血流ヲ比較シ． ソ

レヨリシテ日光浴側エ酸素ノ消費量 ノ増加スルコトヲ貰験的＝認メ九

蛋白代謝ニ及ボス日光ノ作用ニ就テ ノ業蹟ハ殆ンド紫外線（人工光線ニヨル）ヲHJヒテ行ツタ

モノデ Paul,Lieb竺sny氏等 (1920年）ハ犬ニ蛋白ヲ主ト シタ飼料ヲ興へ，＊銀石英慌テ照射ヲ

行ツタ所，窒素及Lクレアチン寸ノ排ii!!ノ減少ヲ認メタ。 Koenigfelcl氏(19:n年）ハ人柑＝石英蛾
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！何射ヲ行ヒ，初メ1-'.Z日ハ窒素排他量ノ増加ヲ認メシモ爾後排出1量ノ減少スルヲ知ツタ。吉上

氏(19:2,1(手）ハ紫外線ノ弱l照射ハ窒素排他量ノ減少ヲ，強l照射ノ際エハ窒素排池量ノ増加ヲ招来

スルヲ報告シ、 Wiener氏 (1925年）ハ人関＝就テ紫外線照射ハ窒素 ノ：蓄積ヲ来シ，同時＝燐酸

及ピ尿中Mr'.Hl ノ f)~池量ノ減少スルヲ認メタ。 Pincus，，－.~n 氏 (1921,1924年）ハ感光剤ヲ輿ヘタ動物

ニ紫外線ヲj照射シテ，一般新陳代謝ノ充進ヲ＊シ．特ニ成中線、空素排池量ノ増加，尿酸蛇ニLア

ラントイン「ノ -N~il!!量ノ減少，及楼般ノ排計J.!量ノ増加ヲ詔メ タ n

日光光線直射＝ヨル影響ハ鈴江氏 ノ貫験以外＝ハコレ＝閥スル事蹟ハ見詰ラナイ。印チ氏ハ

次兎寅験＝ヨツテ次ノ結果ヲ作テ居ル。 (1）血液綿窒素量ハ日光浴ニヨリ影響ヲ受クルコトガ

少イ，（ヨ！血液践徐窒素量ハ日光浴後一；益性ノ増量ヲ31ミスモノェシテ浴後2時間ヨリ4時間ノ間

共土曾量甚シイ。（3）日光浴ヲ連続スル トキハj任後エ於ケル時店主宅＊:ti：：ノ増加率ハ逐日遁減シ，

第3週目ニハ殆ンド冷量ヲ＊サずルニ三五ルn (4J日光市ヲ毎日連続スルモ毎朝空腹時ノ血液E菱自主

空索Ji＇：ノ減少；J..ハt曾加ヲ＊スコトハナイ。（5）日光市ハ！揚伯：ノii与化，！吸牧作用ヲ冗進シ．尿中
綿窒素量投ニ滅ぶ〈辛子長・・：1：：ノ排社lt減少ヲ＊シ，関内蛋白ノ者干1！ヲ惹起ス。

血液ノ質化反共他。日光浴エヨツテ血眼ヲ降ドセシメル， コレハ日光浴ェヨ ツテオf梢血管ヲ

蛾大センメルタメテアルト淀｜珂シテJ;'i1レ。叉淋巴管ヲ描大ン淋巴ノ流出ヲ盛ニスルモノデアツ

テ治療的＝意義アル コトデアJレ。 1906年 Oernm氏ハ次兎＝枕キ暗所及赤色光線＝テハ赤血球

及血色素ノ減少ヲ＊シ． 繍散光線エテハコレ等ノ上曾加ヲ認メタ。 ス日光浴エヨ ツテ Tisson, 

Ti！巴tte氏等ハ血色素ノl曾IJllヲ， Len lei氏ハ赤血球及白血球ノ増加ア， Hass巴IbachL＼：ハ血色素

ガ酸素ト強ク結合シテルコトヲ認メ九日05f！三出Liilapher氏ハ血液ヲ日光ェ爆ストキハ血液ハ

日光ノしヱヰル￥一寸ヲl扱lf＇.（シ，後コレ ヲl暗所ニ世クトキハ再ビιtLヱヰルギ＿－，ヲ護散ス1レカラ

此慮ニ置イタ.~!Fl; ノ乾板ノ、 ＇I｛：モ日光浴ヲ交ケタ flい、同様ノ鑓化ヲ＊スコト ヲ認メ．氏ハ同Hiニ

日光tr千ヲ行ヘパ，人間ノ表n1Tヲ流ル、胤＜Iい、太陽ノLヱ4・1レギー「ヲ吸牧シ， 循環シデ間部ノ内
臓ヤ骨及筋肉等ニ到達シ，悲ニ再ピソ ノLヱヰルギ－－，ヲ殻散シテ，コレニヨツテ日光療法ノ放

浪ガ現ハル、ニ寸リレト説明シタ内

,k血球沈降速度＝及＊・ス影響a 伝子長氏ノ研究ニヨレパ， 日光浴＝ヨル｛邸主海1冥ノ赤血球沈！（年

注度ハ之レヲ施行セザルモ ノ＝比スレパ箸シキ促準ヲ￥.ス。而シテ コレガ促進ノ程度ノ、日光ノ

強サ位＝日光浴時miト相21－：行 ス。然沙一定JtJ@jヲ過クーレバ此促進セル沈降漣！主ハ漸次元ニ復節

シ.Ji~早日光浴ヲ施スモ再ピ促進ヲ皇セサソレニポルコトヲ認、メタ。

充血。日光浴ヲ行フ際充血カ、起Fレ。コノ充血ハ他ノん宇法ニヨツテ君、起サレタモノヨリモノk績

スYレ。コレハ KisLh氏ニヨツテ研究サレタモ ノデ人ノ附側下肢ニー側ハ日光裕ヲ行ヒ．他側

ハ有i片ニテ被ヒ，コレ等ヲ穿刺シ1+1テ来ル血：i1：：ヲ比較シタ所日光浴ff!IJl血荒ガ多量デイ］ヅタ。耐i

シテ コレハ：；，J~1:Jilノタメ＝惹起サル、モノ デアル ト説明シタn 予モ亦犬ノi稲側後肢＝ーカハ日光

浴ヲ施シ，他方ハ布片デ被ヒ， ソノ流1fll量ヲ測定セルニtMWJハ軍位時間ノ流血貴精力日ヲ来シ，
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約7時間後位迄差ノアルコトヲ認メタ。コレハ熱線ニヨツテ惹起セラレルモ ノデアルコトヲモ

J:nツタ。

寅験的結核＝封スル影響。中野氏ノ研ラ’ピニヨレパ日光浴ハ寅験的海摸結絞＝針シ悼重及生存

日数ノ上曾加位ニ剖見所見ノ上ニ良好ナル成航ヲモタラスモノデアル。

皮！葺ノ着色ε 日光ニ常レハ皮膚ノ色ガ黒クナルノハ周知ノ事寅デアル。 1 レハ」毛皮ノ下j昔ニ

ハ生理的ニしメラ＝ン1ト名ヅクル頼位ガ有ツテ日光裕ヲ行ヘパコノLメラエン「ノ：最ガ噌加スル

ノデアル。叉多ク ノ事：脅ノ説ニヨレパ日光浴ニヨツテ容易ニ肝色スル人ハ日光療法エヨツテ疾

病ガi台リ易ィ。着色シタ皮庸ハ一般ニ抵抗力ガ強イ。例へハ Rollier氏ノ日光療養所間近デ＊

痘ノ流行ニ際シ，患者ノ、＊痘ニ催ルコトガナカツタヵー陸f:1li，有護婦，新来患者，ギプス糊帯下

等ハ水痘ニ胃サレタハ叉 Bernkard氏ノ療養所デ日光療法ヲ永ク’乏ケタ患者ハ流行性寒冒ニ縦

ヲナカツタ。然シ皮騎ノ着色ハ又刺戟ヲil控ケノし Jガ目的デアルト解シテオル人モア／レ。コノ着

色ハ多クノ人ハ紫外線ニヨツテ起Jレト理解シテ才 1レ。然シ Ki~ch 氏等ハ熱線ニヨ ツテ起yレモ

ノデアルト云ツテ1ル。而シテJJ.01守ノ色素ハ如何ニシテ護生スルモ ノナルヤハ米ダ明カニ解楳

力、HI＊テ＼i；ラヌ。皮膚ノ中デ護生スルカ， 叉他ノ部分テ殻生シ血液ト共＝皮l脅ニ到達シテ沈着

スルモノナルヤハ日月カデナイ。

護汗作月j。日光ill-~、淋巴管ヲ横大シテ共流出ヲ盛ンニシ著シ ク護れ二ヲ促ス作Jij ガア yレ。 コ レ

ハーツハ日光浴ノ際＝受ケル熱ノタメデアノレガ叉日光ガ直接ニ汗腺ヲ刺戟スル結果ト思ハレル。

ifノ中ニハ人鴨ニイ1害ナ新陳代謝産物ガ含 7 ル 、外叉アル納i蔚ハ殻汗ト共ニ死滅スルカ ラコ レ

モーツノ放県ノtj1ニ教へラレル。

骨＝及ボス影響。骨ノ護育ハ日光＝大ナノレ闘係ガ、アル。 iJiJへバ傑海＝棲ムJ魚崎ハ本来ハ硬骨

魚ニ鴎スペキモノデモ大部分軟骨カ ラl+I＊テ居ル。コレハ日光力、深海迄逮シナイ タメト考ヘラ

レfレ。又 Rachitis ハ日光 ノ不十分ナル所・ニ住ンデfl'}Jレ人ニ多イ a 又｜政洲大戦 ノ際fijj~国軍曹ハ

骨折ノ兵：！？ヲ薄暗イLバラック寸内＝世イ タノテハ本易ニ治癒セ スノ ニ反シ，之レ＝日光浴ヲ行

ハシメレバ容易＝治癒スルコトヲ貫験シタ。

筋肉共他ニ及ボス影響。日光ハ筋肉ノ護育ニモI（ナル閥係ガアル。日光治ヲ行ツテ才レパ臥

テオル患者テモ萎縮スルコトナ クヨク護育スル。 ::it:ハJ：ニ日光ノ刺戟ニヨリ筋肉内ノ血液循襲

ガ盛＝ナルニヨツテ起1レモノデ不断ニ働クL，，.ツサージ1ノJ-Hヲナスモノテアル。

日光浴エヨツテ皮！向ハ肥！平シ，又毛髪及爪ガ著シク護育ス九 叉性的機能ノ護育ニモ斡接ナ

閥1幕ガアル。

日光ノ治病的妓果。

鎮痛作月j。日光浴7行フトキハ或yレ種ノ疹痛ハ容易ニi自失スル。十Hti按，闘Mi結核Zえ結按制

f貴務等ニヨ＇~疹痛ヱハヨクソノ：妓＊ヲモタラスモノデアル。

塩化物排出作J:lj0 日光ハ身関内ニ榊シデ居yレ壊死組織ノ自然的排IHヲ促ス上＝著シイブJガア
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ノレ。骨髄炎ニヨリ生ゼシ腐骨，骨結縁ニヨル壊死骨片ノ排出，共他結按性エヨル乾酪性＝努化

セル組織ノ排出ヲ促ガス。

骨ノ再生作Hio Kisch, Bernhard, Rollier氏等ノ多数ノ事者ノ寅験シタ所ニヨレパ，関節結稜

ノ際日光浴ヲ行ヘバ，結緩ニヨリ破壊セラレ臨床的人叉X線馬頁ェテモ全ク消失シタル如ク

見ユル骨ノ閥節回ガ再ピ発生スルコトガ騒々アル。

創傷ノ治癒。日光市ヵー開放性ノ創ノ治癒ヲ促ガシ，肉芽ノ性質ヲ良好ナラシヌル。 特ニ結綾性

ノ創ニ有数テーアfレ。

膿共他ノ吸牧。日光浴ハ結核性 J膿並＝諺H~i夜等ノ l汲牧ヲ促スカガアル。

全身的交~＊。酷JR ノ増加ガ主ナルモノデアル，然カモ脂肪太リデハナイ。

日光ノ害毒作m。コレノ最モ著シイモノハ日射病デアル。 叉日光ノ強イ時ハ日光性紅斑ガHI’
＊＇し。日光ハ目ヲ客スルモノデアルカ ラ注意ヲ要スル。日光カ釘l物館内＝或ル特殊ノ；赤イ色素

例ヘパI.ヱ才ジン「」へ？トポリフイリン寸等ガ輸入サレタ時非常ニイす符ニ作月1スルコトガアル。

日光ハ何故ニ有妓ナリヤ。日正：i~i ノ放処＝就テハ可ナリ 多クノ貫験研究ガ‘アルノ ニ反シテ共

Ht論的カ1耐ハ未タ幼稚テアル。何故＝治病 ノ放ヲ奏シ．人ヲ健康ナラシメルカト云7問題ニ針

シ完全ナル説明ハ/il3~ナイ。コレ＝闘スル二三ノ説明ヲ述べ、テ見ルト．先ツ•＇c／＇，二人ハ日光ノ殺菌

作用ヲ考ヘオ、パナラナイ。ぷ竹！’l’｜ノ疾病ノ時ハ多少ナリトモイ1・放テアル ト容易＝考へラレルc

究会シ寸 レハ共放力ノ一部分デアyレ。RollierH：ハ日光浴ニヨツテ皮府ニ殻生スル色素ノ作用エヨ

リ日光ガ深部＝透徹シ得ル様ナ形ニ密化ン， 深部ノ組織ニ作用スル。仁川、isten氏モ亦色素ガ目

先Wtlミノ放浪ヲ長スノL集長テアルト云フ。 Jesionek氏等ハLメラ＝ン「ガ日光ノ作用ニヨツテ分

解セラレ，共分解産物ガ血液ト共＝循境シテ深部ニ達シイj放＝作用スyレ。然シ未ダ何人モ血液

中ニしメ ラニン寸ノ分解物ヲ読Ufjシ得タモノハナイ。 Bier, Kisch氏等ハ熱線ェヨツテ充血カ起

リ， ソノタメノ放県テアル ト云フモ一般ニハ信ゼラレナイ。前遁ノ如ク Schlagfer氏ハ一度血

液ェ吸牧サレタしヱヰルギ＿，ガ再ビ護散シテコレガソノ放ヲ現ハスモノテーアルト説明シテル。

九lal .~，\I 氏ハ窓員ノ乾板ノkニ人ヲ臥カセ日光カ＇J'l: ノ胸廓全部ヲ通過セナケ レパ乾板ニ作HI シ

得ナイ様ニシタ後強イ日光ヲ！照シテ見タ所途ニソノ乾板ガ感光シタ。氏等ハ此ノ少坑ナガラモ

人関ヲ通過ス 1レ所ノ日光ガ共交主力ヲアラハスモ ノテアル ト云ツテオル。叉白Ii~ ノ；如ク 日光ニヨ

ツテ身膿細胞内ノ新陳代謝機能ガ住ンニナルコトハ疑ヒノナイ所デ，コレが宿病 k右数デアル。

コレハソノ：全部テハナイガ主ナル原因 ノーツ テア ラワ。コレヲ要スルニ米ダ完全ナル説I作、ナ

ィ。一般＝今日考へラ／l-、コトハ遁世ナJl-刺戟ノタメデアルト思ハ，レテ居1レ。

日光裕施行上ノ注意。高地ヤ海岸ガヨイト云フケレ ドモ必ズシモ高地ニ限ラナイ。交通ノ仮

カr1i"ツテ南向キ デ，風少ク. j~度ノ鑓化少ク，泌ふiノ少イ所ヲ選捧スル必要ガアル。

日光併ノ賀行方・法。日光療法ハ版J11Jトシテ患者ヲ保関ニシテ全身＝日光カ、直射スル様ニスル

コトガ必要デアル。或1レ人ハ日光療法ヲ行フ＝患部ノミヲ日光＝サラシテヤツテ才ル力、コレハ

非結該性ノモノテ限局シテ居1レ疾患ナラパヨイ。
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一般＝行ノ、レテオル Rollier氏ノ賞施方法ハ表デ示ス如キモノデアル。（第一｜剖j
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第11日目ヨリ第15日目迄ハ之ト同ジ割合ユ時間ヲ延？長引 其以後ハ初メ司

リ全身ノ日光浴ヲ行ヒ3 其時間ヲ3時間ト λ。

然シ近＊ハ毛穴ノ様ナ方法ヲ行ツテオル様テ・アル。（第二剛）

第4日目司リ日：光浴ヲ始ムo

l回数 ｜足背｜下腿 1

I 3 ! 5分間 ！ ！ 
！ ” i 10分間 I 5分間 ｜ 
I ,, I 15分間 I 10分間 i 
I ,, 1 20分間 I 15分間 ！ 
! ,, I 25分間 I 20分間 ｜ 

I ,, ! :::o分間 I 25 ・,J間 ｜ 

｜ ” i 35分間 j :10分間 i 
｜ ” ｜ 1時間全身 ! 

l " i 2 " I 1 1 

備考：第8日後ヨリ背商品於テモ日光浴ヲ施行ス。眼＝ハ保護ヲ要ス。

園
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1 - ~時間
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25分間

第 4 日

第 6 日

第 6 日

第 7 日

第 8日

第 9 日

第 10日

第 11日

第 12日
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備考 頭部及ビ顔面ノ、；京シキ日陰ニ在ラシメ日光ノi直射ヲ漣クベシ。浴後ノ、静臥シ決

シテ過働スベカラズ。

l：記ノ表ニ示シタルガ如キプi法ニ従ツテ正式ニ最傾4,5ヶ月間主将ii.スペキデアル。最長ハ年後

＝亙ツテモヨ イo

Bernhard, Jesionek H：等ハ外科的疾患ノアルモ ノハ初メ只忠部ノミ 日光浴ヲ施シ，此部分ガ

強ク着色シタ時j白々他ノ部分ニ日光浴ヲ行ハシメ＇＂持ニシテオル。

日光療法ノJ.li!.{111範園。

Jtl向車，＇；N。Lupws. ハノkケ持続スル必要カ、アル。 Skrofuloderma,Erzthema induratum Bazin 

等＝モ有数デアル。

淋巴腺結該。コレニハ Lレ ン トう「ン「 ~J~ ノ放射ガヨイ力、コレノナイ川テハ日光浴ヲ行ツテヨ

f，殊ニ痩管ノアルモノニハ有殻デアル。

I訪j節結核。 i持~？前占核 ノ日光療法力、他 ノ治時法＝比シテ勝レタ黒~ハ種々アル。 印チ（！）日光療

法ハ全身ノ（援護ヲ良好ナラシメ，抵抗力ヲ高メ．手術方法ノ如キ出血ヲ＊サナイ。 I:2）疹痛ガ

容易＝消失スル。 13）閥Miノ弧直ヲ起サナイコトガ多イ。 （心筋肉 ノ萎縮ガ起 ラナイ。共他次ニ

掲ゲルモノニハ皆有数デアル。脊惟Lカリヱス寸，f'f盤Lカリヱス1肋骨 Lカリヱス寸，胸骨Lカ

リヱス「，頭蓋骨結按，風林，腹膜結核，腸結桜，腎祉ニ勝脱結｛九 時痩， 町Ii結核， ！峡病質，複

郊H

，月．軟化症，）＇］ 古，Lテタヌス1等。

日光療法ノ！？二号、。温度ニ行ツテハ却ツテイT害 トナYレ。 特ニ抵抗力ノ減 ジタ トキハ行ツテハナ

ラヌ。叉急性肺炎，急性肋膜炎及ピ排IJ良ガ‘ノKク織偵シテLアミロイド寸鑓性ガアル ト考ヘラレル

様ナ揚合蛇ニ心臓疾患ノアルモノニハ行ツテハナラヌ。ス市1[1京：；；y’｛ノ患者ハ時ニ安！｜民ヲ妨ケラレ

fレ。 コレ等ハi声々ニナラシテ後日光浴ヲ行フ方カ、ヨイ。 j七1也日光療法施行後ニ頭痛， H匝心，棺
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温上昇及不眠等ガアルトキハ注意究要スル。

結論。前述ノ如ク日光療法ハ種々ノ疾患殊＝外科的結按＝著シイ放果ノアルモノデアル。 ノ

ミナラズ経済的＝モ僚件ガ良ィ。ヨツテ照射法ヲヨク理解シテ十分ノ注意ヲ用ヒテコレヲ行ヘ

バ相官ノ殻果ヲ牧メfレコトカボ出来得Fレ。然シ寅際＝行フニ首ツテ日照時ノ少イコトハ甚ダ遺憾

ナコトデアル。

、


